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平 
き
め
細
や
か
な
感
受
性
を
持
ち
、
人
を
愛
し
人
を
活
か
す
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
し
た
。

初
対
面
で
、
私
が
山
岳
部
出
身
と
知
り
合
田
さ
ん
は
妙
高
笹
ヶ
峰
ヒ
ュ
ッ
テ
で
、
奥

さ
ま
と
出
合
っ
た
と
語
り
ま
し
た
。
晩
年
文
通
し
最
後
の
手
紙
に
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト

と
小
林
秀
雄
の
こ
と
、
奥
さ
ま
と
ご
一
緒
さ
れ
た
高
原
を
詠
っ
た
詩
「
山
を
想
う
」

が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
作
画
三
十
年
多
作
で
し
た
。
森
や
林
を
ユ
ニ
ー
ク
な
緑
色

で
。
故
郷
の
讃
岐
富
士
は
山
容
が
水
面
に
映
る
秀
作
で
す
。
自
家
出
版
「
同
行
二
人

ゴ
ル
フ
８
８
カ
所
巡
行
」
の
文
章 

絵 

地
図
全
て
自
筆
。
ワ
ー
プ
ロ
世
代
に
は
驚

き
で
す
が
ご
本
人
は
き
め
細
か
さ
を
楽
し
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
彩
遊
会
の
京
都
ス
ケ

ッ
チ
合
宿
で
彼
は
世
話
役
で
し
た
。
市
内
の
お
勧
め
ポ
イ
ン
ト
を
色
鮮
や
か
に
自
作

し
た
地
図
を
配
り
ま
し
た
。
宴
会
は
美
濃
吉
竹
茂
楼
と
気
配
り
満
点
、
感
心
し
て
地

図
と
美
濃
吉
の
マ
ッ
チ
を
記
念
に
持
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｆ
で
は
彼
の
企
画
、
私
の
基

調
講
演
、
主
婦
連
と
生
協
を
パ
ネ
ラ
ー
に
招
い
た
拓
殖
大
学
市
民
セ
ミ
ナ
ー
が
印
象

に
残
り
ま
す
。
そ
し
て
、
大
学
出
講
、
食
と
農
業
研
、
彩
遊
会
と
多
分
野
で
活
動
す

る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
合
田
さ
ん
、
ご
厚
誼
と
思
い
出
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
告
別
の
曲
、
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
新
世
界
よ
り
家
路
を
選
ば
れ
ま
し
た
ね
。
忘
れ

ま
せ
ん
。 

 


